電子物性ワークシート　7月8日分
１５章　誘電体
序　絶縁体の電気特性を考える。

　キャリア（電子、正孔）はない。

　電気伝導は次回
　⇒　電荷をためる　誘電特性
ヒステリシス特性
図１５．１　(a) (d)

　強誘電体　電界が残る
　常誘電体　電界が残らない

分極
図１５．２　

　（内部に残る）電界は同一

　誘電体ありだとたくさん電荷が電極にためられる。
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　真空よりためるので、
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　差の部分Pが分極　⇒　15.3式

　

局所電界
図１５．３　

　周りの分子（誘電体）も分極して電界をつくる

　寄与は、
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（形状によるパラメータ）

　形状によるパラメータは０から１で、単純な固体で
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誘電率と双極子
誘電率は電気双極子（分極）による
　⇒　＋の部分、－の部分が連携して（くっついて）動く

式15.9と式15.10

　⇒　気体（小さい双極子）と固体でふるまいが異なる。

　式15.10
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温度の効果　＝　熱じょう乱
　　　　　　　　（双極子も四方を向いてしまう。）

式15.17　

　⇒　温度が上がると3kBT（エネルギー）により分極率減少。
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